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θの方向に向かって速度vで移動する系を考える。 

この系の中に非線形波動方程式の定在波解があるとする。 

定在波をこの系から見たときは以下のようになる。 

ただし l は一波長分の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定在波を静止系から見ると以下のようになる。 
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定在波を進行波と後退波に分けて 
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1T を時間の分解能とし 
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T  とする。 

この分解能をもって二つの進行波成分の和の二乗を観測したものを   

二つの後退波成分の和の二乗を観測したものを  とすると 
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二つの成分をまとめて記すと 
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2T を時間の分解能とし 
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s を時間で微分すると 
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hはプランク定数 f は振動数 mは質量とし 
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となってシュレーディンガー方程式と一致する。 

 


